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１．概要（Summary ） 

マイクロ流体バイオセンサーによる DNA・タンパ

ク質センシングのために、マイクロ流路構造の構築と

マイクロ流路構造の評価のための研究を実施した。 
２．実験（Experimental） 
 本研究では、段差計を利用して、実験を行った。マ

イクロ流路バイオセンサーを開発するには、DNA や

タンパク質の感度を最大化する最適流路を構築する

必要があり、本研究では、段差計により、作製したマ

イクロ流路の深さと表面構造を精密に計測すること

により、マイクロ流路を設計・開発した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 開発したマイクロ流路は、Fig.1 に示す。本マイク

ロ流路は、ポリジメチルシロキサンにより、シリコン

ウェファ上のマイクロ構造をモールディングで転写

して作製した。また、マイクロ流路内に、金のナノ薄 

 
 
膜を形成し、金薄膜上に蛍光ラベルした 1 本鎖 DNA
を固定して、顕微鏡で、蛍光を検出した。 
 本マイクロ流路にサンプルの特定配列を有する

DNA サンプルを導入すると、金薄膜との相互作用で

消光していた蛍光分子が、発光して、DNA を検出で

きる（Fig.2）。さらに、続いてタンパク質を導入する

と、再度消光して、タンパク質も検出可能である。 

 
 
  
マイクロ流路センサーの感度を高めるために、マイク

ロ流路表面構造の最適化が重要であることが判明し

た。 
 今後は、本研究で開発したマイクロ流路を活用して、

臨床サンプル等の実試料による評価と医療診断応用

を行う予定である。 
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Fig.1 Microfluidic biosensor for detection of  
     DNA and protein 

Fig.2  Detection of DNA (red circles)  
    and protein (blue triangles) 


